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全国37道府県：99,416 ha

2025年3月現在 農水省調べ

2024年現在の実績 2021年3月 流域治水対策関連法案可決

2021年11月 流域治水対策関連法施行

94プロジェクト

全国の一級水系109流域治水プロジェクト

田んぼダム
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田んぼダムとは

水田落水口の断面積を縮小

大雨時に水田からのピーク流出量を人為的に抑制

水田の排水マス
落水量調整板

30cm
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洪水被害の軽減

神林方式の事例

5cm

15cm
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実施水田の場合

水田の水位は上がる

（水田に雨水を貯留する）

排水路の流量を抑える

水田からゆっくりと排水

田んぼダムの役割

田んぼダムとは

水田上空からの降雨
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田んぼダムあり田んぼダムなし

約70%のピークカット

田んぼダムとは
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面的に広がる水田を利用
大きな効果

コストが小さい

小さな費用

設置が簡単

高い即効性

落水量調整装置：数百円〜数千円／個

治水ダム：計画〜竣工まで数十年

治水ダム：数百億円／基

田んぼダム：翌年からでも実施可能

全国の水田面積：238万ha

田んぼダムの特徴
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流域スケールでの
田んぼダムの効果
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西蒲原

貝喰川

白根郷

亀田郷

新津郷

越後平野の機械排水地区
100年確率雨量

198.7mm/24h
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浸
水
面
積
減
少
率

浸水面積の3割〜5割を解消するポテンシャル

田んぼダムの効果 低平機械排水流域
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一級河川流域

田んぼダムの効果

令和元年台風19号 2019年10月12日

家屋浸水：約2400戸

流域面積 16,640ha一級河川流域

水田面積 3,870ha（23%）

宇都宮市田川流域
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田川東橋地点流量（宇都宮市街地）

田んぼダムの効果 一級河川流域
流
量
（

m
3
/
s

）

10月12日 10月13日

1122 m3/s

1232 m3/s
110 m3/s

約9％減少

田んぼダムなし

田んぼダムあり
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一級河川流域（宇都宮市田川流域）

豪雨当時 田んぼダム
実施

床上浸水面積

64 ha            26 ha  
60% 減

田んぼダムの効果

田んぼダムの効果
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田んぼダムの推進における鍵
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効果が必要なのは
20年以上に1回

ピークカットが目的

営農の邪魔をしない

米作りが第一！

推進における鍵

田んぼダムによる治水効果の発揮には

適切な流出抑制をもたらす

仕掛け 仕組み

持続的で多くの参画を促す

継続的なインセンティブ
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田んぼダムの適切な装置の設計

長く続けるための仕掛け
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土木学会誌，107（6）
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新潟県30年確率日雨量 (160 mm)

71%カット

新潟県200年確率日雨量 (222 mm)

80%カット

田んぼダムなし

田んぼダムあり

ただし，適切な装置を採用した場合

初期降雨では発現なし

適切な装置の条件
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長期的な取組継続 いざという時に
大きな水害軽減

適切な装置の条件

営農の邪魔
をしない

営農は毎年のこと

水害は10〜20年に1回

安定的で
大きな効果

これが目的

米作りが第一！
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田んぼダムの適切な装置

機能分離型 VS 機能一体型

機能

① 日常の水管理機能

② 田んぼダムの流出量調整機能

①田面水位管理

②流出量調整

①田面水位管理

②流出量調整

機能一体型

①と②が一緒①と②が別々の場所

正しい仕掛け
機能分離型
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フリードレーン型
ナビック・新潟ニチビ

機能分離型

軽量排水マス
東北興商

新潟大学監修の装置は全て分離型

イレタママ
畦ックス



新潟大学農学部
Faculty of Agriculture, Niigata University にいがた川の会 2025年11月20日



新潟大学農学部
Faculty of Agriculture, Niigata University にいがた川の会 2025年11月20日

富山市の事例

機能一体型

兵庫県の事例

北海道の事例
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https://www.youtube.com/watch?v=UjFMoFpRDjg
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効果が必要なのは
20年以上に1回

ピークカットが目的

営農の邪魔をしない

米作りが第一！

推進における鍵

田んぼダムによる治水効果の発揮には

適切な流出抑制をもたらす

仕掛け 仕組み

持続的で多くの参画を促す

継続的なインセンティブ
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田んぼダムの
普及における課題
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農家に大きなメリットはない

取り組みの負担者 取り組みの受益者＝

農家にメリットはあるのか

受益と負担

発生しない生産効果

設置費用＋維持管理

取り組み実施に際する負担の公平性担保

農家が「取組むほうが得」と思える仕組み
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公的支援の必要性

インセンティブ公益性

大きな 存在しない

公益的機能の過小供給

経済価値の一部を農家に還元する仕組み

市場の失敗 外部経済の
内部化
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田んぼダムを支える
仕組みづくり
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見附市の事例

田んぼダム最先端地区 ー 見附市

7.13水害の経験から田んぼダムを市が推進

1200haで田んぼダム実施

市の単独予算で2500本配布

営農への影響が小さく
確実な効果

2024年の実施率調査 脅威の実施率 96％！
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交付金の受け皿としての広域協定

見附市の多面的機能支払の活動組織

「見附市広域協定」 市内全65農村集落が加入

構成員： 14,000名（うち農家 2,140名）

水田面積：2,360ha

畑地面積： 138ha

広域協定事務局

専任事務局員：2名

申請書・報告書の書類作成

農家はそれぞれの活動に専念
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田んぼダムにかかる活動の内容と活動への支払い

多面的機能支払
集落配分

多面的機能支払
事務局直轄事業費

見附市独自財源

農家
（畦塗りグループ）

農家
（圃場施設維持管理組合）一般農家
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見附市独自財源
多面的機能支払
事務局直轄事業費

水田の貯留機能を維持する集落の
共同施設の維持管理活動と位置づけ

畦畔管理

畦畔草刈

100円/a

畦塗り

50円/m

多面的機能支払
集落配分

農家
（畦塗りグループ）

農家
（圃場施設維持管理組合）一般農家

田んぼダムにかかる活動の内容と活動への支払い
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多面的機能支払
集落配分

農家
（畦塗りグループ）

農家
（圃場施設維持管理組合）一般農家

多面的機能支払
事務局直轄事業費

見附市独自財源

定期点検
日当委託費

田んぼダムにかかる活動の内容と活動への支払い
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行政機関

田んぼダムの目的意識

重点地区の設定・独自施策の構築

国（農林水産省）

戦略的制度設計（多面的機能支払等）

都道府県

取組主体（農家・土地改良区・農協などを含む）

「田んぼダム」の名を借りて

制度を営農に役立てる

畦の管理や共同作業 水害抑制・農地の減少抑制

結果として

市町村

合意形成・広域協定の形成

流域治水
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田んぼダムのポテンシャル
ざっくり評価手法の開発
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流域の分割による優先順位付け

計画単位区

（合意形成レベル）

37

流域治水対策の戦略
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田んぼダムあり田んぼダムなし

田んぼダムの評価 内水氾濫解析モデル（吉川ら, 2011）
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簡易手法の必要性

河川流域 機械排水流域

ポテンシャルの簡易評価手法

田んぼダム導入前に効果の目安

数値シミュレーション 効果算定に大きな労力

全国の多数の自治体から依頼
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農林水産省がプログラムをHPで公表

表計算ソフトに諸元を入力すると

水田の水深・流出量を計算

流出調節孔の設計

ピークカット効果の可視化

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/att

ach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf 近日中にYoutubeマニュアル公開予定

田んぼダムの評価
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河川流域における簡易評価手法
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土地利用面積

市街地面積率（AC）

河川ピーク流量 = AC × qC

市街地

河川ピーク流量の評価方法

ポテンシャル評価の考え方
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単
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土地利用面積

市街地面積率

市街地

山林
水田

山林面積率（AM）水田面積率（AP）

山
林
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（

q
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）

市
街
地
の
ピ
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流
出
比
（

q
C

=
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）

（AC）

田んぼダム
流出量

qP × qTD

（qTD：水田に対する田んぼダム流出比）AP qP qTD AM qM AC qC＋ ＋

田んぼダムありピーク流量

AP qP AM qM AC qC＋ ＋

流域のピーク流量

河川ピーク流量の評価方法

ポテンシャル評価の考え方
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AP qP AM qM AC qC＋ ＋ AP qP qTD AM qM AC qC＋ ＋

面積率

・水田 ：
・山林 ：
・市街地：

AP

AM

AC

PC＝

ピーク流出比

・水田 ：
・山林 ：
・市街地：

qP

qM

qC

・田んぼダム：qTD

ピーク流出比が求まれば，面積率のみでPCを推定可能

−

AP qP AM qM AC qC＋ ＋

＝
AP qP AM qM AC qC＋ ＋

AP qP (1 - qTD)

整理すると

（ ） （ ）

流域のピーク流量 田んぼダムありのピーク流量

流域のピーク流量

ピーク
低減率

ポテンシャル評価の考え方



新潟大学農学部
Faculty of Agriculture, Niigata University にいがた川の会 2025年11月20日

市街地に対する水田・山林の単位面積あたり流出量を比較

qP =
Qmax市街地

Qmax水田
=

Qmax市街地

Qmax山林
qM

日雨量300mm（中央山型波形）の結果

= 1.0qC

qC = 1.0

qP = 0.388

降雨規模ごとのピーク流出比

qM = 0.335

ピーク流出比の推定
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水田に対する田んぼダム水田の単位面積あたり流出量を比較

qTD =
Qmax水田

Qmax田んぼダム水田

日雨量300mm（中央山型波形）の結果

qP = 1.0

qTD = 0.203

降雨規模ごとのピーク流出比

ピーク流出比の推定
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簡易評価手法の適用
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数値シミュレーションによる

流域名
流域面積
（km2）

ピーク低減率
（解析値）

忠別川
（北海道）

344 7%

牛朱別川
（北海道）

253 18%

丸子川
（秋田県）

150 17%

田川
（栃木県）

164 15%

姿川
（栃木県）

124 10%

安濃川
（三重県）

109 13%

対象流域のピーク低減率PC解析値（日雨量300mm）

ピーク低減率PCの算定（解析値）

忠別川

牛朱別川

丸子川

田川

姿川

安濃川

簡易評価手法の妥当性
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簡易評価手法による推定値との比較

AP qP AM qM AC qC＋ ＋

AP qP (1 - qTD)
＝

流域名 流域面積
（km2）

水田
面積率

AP

山林
面積率

AM

市街地
面積率

AC

忠別川
（北海道）

344 9% 81% 8%

牛朱別川
（北海道）

253 27% 59% 10%

丸子川
（秋田県）

150 31% 57% 2%

田川
（栃木県）

164 23% 44% 25%

姿川
（栃木県）

124 20% 33% 22%

安濃川
（三重県）

109 19% 66% 12%

対象流域のピーク低減率PC解析値

推定精度は良好

簡易評価手法の妥当性

PC
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簡易評価手法の妥当性 モデル構築６流域内の支川（70支川）を追加
合計76流域で検証
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簡易評価手法による推定値との比較

モデル構築６流域内の支川（合計70支川）を追加

流域面積：0.7km2〜214km2 水田面積率：1％〜85％

日雨量200mm 日雨量250mm 日雨量300mm

支川の小流域においても推定精度は良好

簡易評価手法の妥当性
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まとめ

河川流域における田んぼダムポテンシャルの簡易評価手法

土地利用地目別のピーク流出比と面積率のみで
河川ピーク流量低減率を推定する手法

河川流域面積0.7〜344km2へ適用の結果，推定精度は良好

表計算ソフトとGISのみで作業可能

PC＝
AP qP AM qM AC qC＋ ＋

AP qP (1 - qTD)



新潟大学農学部
Faculty of Agriculture, Niigata University にいがた川の会 2025年11月20日

単
位
面
積
あ
た
り
の
ピ
ー
ク
流
出
量

土地利用面積

市街地面積率

市街地

山林

山林面積率（AM）水田面積率（AP）

山
林
ピ
ー
ク
流
出
比
（

q
M
）

水
田
ピ
ー
ク
流
出
比
（

q
P
）

市
街
地
の
ピ
ー
ク
流
出
比
（

q
C

=
 1
）

（AC）

河川ピーク流量の評価方法

簡易評価手法の応用 導入予定面積が水田の一部である場合
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機械排水流域における田んぼダムの
ポテンシャル評価手法
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インプット

降雨

手法の考え方

アウトプット

排水能力

浸水量 インプット（降雨）とアウトプット（排水能力）
のバランス
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浸水量 インプット（降雨）とアウトプット（排水能力）
のバランス
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V‐H曲線 A‐H曲線

Q‐V直線

浸水量Vの推定

浸水位Hの推定

浸水面積の推定

32流域を対象に
比排水量（排水能力／流域面積）と
数値シミュレーションで求めた
浸水量から関係式を構築

手法の考え方
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水田耕区からの流出量

流
出
量

時間（h）

田んぼダムなし

田んぼダムあり

排水機場

田んぼダム実施時の浸水減少量VD

VD = AUP × VPD

AUP ：非浸水水田面積（m2）

VPD ：田んぼダム実施水田面積
あたりの流出抑制量（m）

V‐H曲線

減少量

流出抑制量

水田耕区面積
＝ VPD

非浸水水田面積

田んぼダムあり浸水減少量

田んぼダムなし浸水量

浸水減少率

手法の考え方
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対象流域：32機械排水流域（A=0.2〜64.9km2）

対象降雨：日雨量200mm, 250mm, 300mm

降雨波形：中央山型波形（ピーク位置0.5）

岡山県真備地区：2流域

新潟県内：29流域

千葉県印旛沼：1流域

採用した降雨ハイエトグラフ簡易評価手法の適用
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概ね浸水減少率を推定できる

過大評価

降雨規模に対する
排水能力が大きい場合

排水能力に対する
降雨規模が小さい場合

田んぼダム実施時の浸水減少率

簡易評価手法適用結果
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数値シミュレーションと評価手法の比較

過大評価流域：鎧潟排水機場

田んぼダム実施時の浸水域

・上・中流域で浸水発生

→排水路ボトルネック

P

対象降雨：200mm

簡易評価手法：減少率100％

浸水なし→田んぼダムにより解消

数値シミュレーション：減少率75％

・下流域で浸水なし

→排水機場能力 大
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数値シミュレーションと評価手法の比較

推定精度良好：升潟排水機場

田んぼダム実施時の浸水域

P簡易評価手法
：減少率44％

数値シミュレーション
：減少率45％

対象降雨：200mm

・下流〜中流の浸水を
良好に再現

・排水機場能力 小
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田んぼダムの意義
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我が国の

農地

災害

人口減少

食の欧米化

短期的には厳しい状況

農村の過疎化・
高齢化

TPP

我が国の農業を巡る環境
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田んぼダムの役割

農地

持続的な
農地資源管理

田んぼダム

洪水緩和機能という
付加価値

食糧安全保障国土保全
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